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熊本市配布文書第 14号 

令和 5年（2023年）5月 15日発行 

発行者：秋津まちづくりセンター・公民館 

熊本市東区秋津 3丁目 15-1電話 368-2200 

akitsumachizukuricenter@city.kumamoto.lg.jp 
地 域 
情報版 

★「あさひば」は、秋津まちづくりセンター管轄地域の愛称です。 

○あ秋津、 ○さ桜木、 ○ひ桜木東、 ○ば若葉 

秋津        桜木       桜木東        若葉 

熊本地震の記憶を未来へ紡
つむ

ぐプロジェクト 

いつもの町内放送でほっと安心  熊本市 4０代 女性（当時、小学生の子の保護者） 

 

４月１６日は「熊本地震の日」です。

市内でも珍しいと思うのですが、うちの町内には町内放送があります。前震の後、すぐに自治会長さんが 

「町内の皆さん、ゆっくりでいいから公民館に来てください」と放送してくれたのです。 

いつもの聞き慣れた声で放送が流れるのを聞いて、とても安心しました。 

自治会長さんも被災しているのに、もう私たちにむけて放送を流してくださっているのだと気づき、我に返って

集中して耳を傾けたのですね。 

「建物のない道路に出てください」と聞こえたので出てみると、それまでザワザワしていた近所の方もおもむろ

に建物のないところに集まってきて、声を掛け合いました。 

初めての大きな地震で、どうしたらいいかわからなかったので、近所の方にも声をかけていただいたりして、そ

ういうのはありがたかったですね。 

自治会とか近所づきあいとか、大事だなと思いました。 

 
秋津まちづくりセンターでは、秋津校区にお住いの方やお勤

めの方から熊本地震の体験談を伺い、体験から導き出される

教訓や、身につまされるお話を集めたエピソード集を作成し、

熊本市のホームページに掲載しています。 

平成 28年熊本地震を通じて得た災害の教訓などを次の世代に伝承するとともに、 

防災への関心と理解を深めるため、４月 16日を「熊本地震の日」と規定しています。 
みなさんもこの機会に、日頃の備えについてチェックしてみませんか。 

① 地震の際には物資だけでなく、電気・ガス・水道などのライフラインなどの被災も想定し、備蓄をしておきましょう。 

② 自宅が被災した場合、避難生活を送ることになります。持ち出すものをリュックサックに詰めておきましょう。 

③ 災害時にあわてずに避難するために、お住まいの地域の避難場所、避難経路を事前に確認しておきましょう。 

④ 災害発生時に別々の場所にいた場合を想定し、安否確認方法や集合場所などを、事前に話し合っておきましょう。 

⑤ 地震発生時は家具が凶器になります！倒れるものと考え、転倒防止対策などや配置について考えてみましょう。 

① 食料や飲み物 

など備蓄品の用意

はできてますか？ 

④安否確認の方法 

を決めていますか？ 

③避難所や 

避難経路の確認は 

していますか？ 

 

②非常持ち出し袋 

の準備は 

できていますか？ 

 
⑤室内の家具 

の固定などの備えは 

できていますか？ 

 
熊本市ホームページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月２3 日（日）はカトレア保育園で「野外編」を開催。竹で遊ぼうワーク

ショップということで、参加者は竹で作った箸や器、炊き込みご飯と、春野菜

の味噌汁などを、おいしく食べたり、園庭で楽しく遊んだりしていました。 

みりょく 

地域 の 魅力 発見‼ 地域担当職員が地域を歩いて、「見て、聞いて、 

発見した」地域の魅力を発信していきます！ 

あさひばだより令和 5年６月号 

熊本地震を知らない子どもたちへ…知っておいてほしい 
講話と炊き出しで伝えたい 

光輪保育園には、熊本地震の経験や教訓を園児に伝えていく取り組みがあり、今年は４月１４日（金）に行われました。 

園児たちは、被災直後の園周辺の DVDを見たり、近くで被災した福田由美子さんの体験談を聞いたりして、地震の怖

さや地震が起きたときの３つの約束「おさない」「はしらない」「しゃべらない」を学習しました。 

福田さんは、「自分の命を大切にして」と優しく語りかけられました。 

炊き出しでは、昨年に引き続き、熊本地震後から支援に取り組まれている 

TEAM熊本と益北組仏教青年会を中心に、TEAM二本松（福島県二本松市） 

のメンバー3人の方も福島から駆けつけ、味噌で味付けした「福島風芋煮」を 

用意されました。 

秋津１町内でも炊き出し 

４月１5日（土）に秋津第一公民館で行

われた炊き出しにも、住職さんたちの協

力がありました。 

地震から７年が経過し、防災意識も

薄れがちになりますが、地域のつながり

や、地震の時の経験を改めて考える機

会にと、このような企画をされました。 

４月２5 日（火）に若葉地域コミ

ュニティセンターで開催されました。 

参加された方は楽しく、みんなで

笑いながら体操を行ったり、「ハモ

ラーズ」の方と一緒に童謡や阪神

淡路大震災からの復興を願い作ら

れた歌『しあわせ運べるように』の

熊本バージョンなどを歌われていま

した。 

園児たちは、 

「おいしい！おいしい！」 

とほおばっていました。 

 

たくさんの方が鍋を

抱えて集まられ、皆さ

ん楽しそうに色々な

話をされていました。 


